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はじめに

当センターでは平成 14年度から新潟県放射線監視センター年報を発刊する

こととなり、この度その第 1報として業務報告及び研究報告等の関係資料を取

りまとめましたので、ここにお届けをいたします。

当県の柏崎市及び刈羽村地域におきましては、東京電力株式会社柏崎刈羽原

子力発電所が立地しており、昭和 60年 9月から同発電所 1号機が運転を開始

して以来 18年間の月日を経過しました。現在では、 1号機から 7号機までの

総発電出力が計 82 1. 2万 kWと世界最大の原子力発電所となっております。

当県といたしましては、原子力防災対策等に対する強化の一環として、平成

1 2~1 3年度において建設費 11億 3千 5百万円をかけ、原子力防災センタ

ー（緊急事態応急対策拠点施設、オフサイトセンター）の建設に合わせて、オフ

サイトセンター内に柏崎刈羽放射線監視センターを一体的に整備いたしました。

また、環境放射線監視体制の充実強化を図ることを目的として、平成 14年

4月に組織改正を行い、保健環境科学研究所放射能科を本所機能を持つ新潟県

放射線監視センターに改組し、柏崎刈羽放射線監視センターはその現地機関と

しての役割を担うこととなりました。

さて、御承知のとおり、平成 14年 8月経済産業省原子力安全・保安院によ

り「東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所の自主点検作業におけるトラブル

隠しの問題」が発表されましたが、このことは大きな社会問題に発展するとと

もに、原子力に対する信頼感を大きく損ねる結果となりました。

このように原子力発電に対する逆風が吹いている中で、環境放射線に関し正

確でかつ迅速に測定結果を積み重ねていくとともに、県民に安心感を抱いても

らうため情報を提供することが極めて重要であると考えております。

本年報は、環境放射線に関する調査結果などを中心として取りまとめたもので

すが、皆様から、この内容について忌憚のない御意見、御教示を頂ければ誠に

幸いと思います。

平成 15年 12月

新潟県放射線監視センター所長

田邊廣 和
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